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Ｃｒ６＋代替皮膜種類について

　　　　　　　　　６価種類

亜鉛メッキ　－　青色

　 　　　　　　　 黄色

　　　　　　　　 黒色

　　　　　　　　 緑色

３価青で一部対応

３価白銀ﾀｲﾌﾟへ変更

３価黒へ変更

３価亜鉛鉄黒へ

３価白銀ﾀｲﾌﾟ　亜鉛同様

３価亜鉛鉄黒へ　亜鉛黒と同様

高ニッケル三価白銀タイプ

高ニッケル三価黒色タイプ

亜鉛鉄合金　－　黄色
　　　　　　　　 黒色

亜鉛ﾆｯｹﾙ 　－　黄色
　　　　　　　　 黒色

高耐食３価亜鉛黒の要望



ﾕｹﾝＣｒ３＋使用化成被膜の紹介

亜鉛上防錆　Ｃｒ３＋　白銀ﾀｲﾌﾟ・・・無機ﾀｲﾌﾟ　メタスＹＦＥ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 有機ﾀｲﾌﾟ　メタスＹＦＡ

　　　　　　　　 黒色ﾀｲﾌﾟ・・・有機、無機ﾀｲﾌﾟ　メタスＹＦＢ

仕上げ剤・・・有機ﾀｲﾌﾟ　ＣＲ－Ｕ３/Ｉ、Ｕ/Ｒ
亜鉛鉄防錆　 Ｃｒ３＋　白銀ﾀｲﾌﾟ・・・有機ﾀｲﾌﾟ　メタスＹＦＡ

　　　　　　　　　　　　　　 黒色ﾀｲﾌﾟ・・・有機ﾀｲﾌﾟ　メタスＹＦＫ

　　　　　　　　　　　　　　 仕上げ剤・・・有機ﾀｲﾌﾟ　ＣＲ－Ｕ３/Ｉ、Ｎ
亜鉛ﾆｯｹﾙ　　 Ｃｒ３＋　白銀ﾀｲﾌﾟ・・・有機ﾀｲﾌﾟ　メタスＣＹＮ

　防錆　　　　　　　　　　 黒色ﾀｲﾌﾟ・・・有機ﾀｲﾌﾟ　メタスＣＫＮ

　　　　　　　　　　　　　　 仕上げ剤・・・有機ﾀｲﾌﾟ　ＣＲ－Ｕ３/Ｉ　　　　　
　　　　　　



３価白銀タイプ化成処理



完全無機ﾀｲﾌﾟメタスＹＦＥ建浴条件

建浴剤　　ﾒﾀｽＹＦＥ－Ｍ　　２００ｃｃ／Ｌ（３価ｸﾛﾑ主成分）

　　　　　　 ﾒﾀｽＹＦＥ－ＨＲ　　５０ｃｃ／Ｌ（Ｓｉ　主成分）

建浴ｐＨ　約１．１－１．２　　　

使用ｐＨ　１．８－２．２（２５％ＮａＯＨ水溶液にて調整）

使用温度　４０－４５℃

反応時間　４０－６０秒

補給剤　 ﾒﾀｽＹＦＥ－ＳＲ　　５０ｃｃ／１００ｄｍ２　　　　　　　　
　　　　　　　 （３価ｸﾛﾑ主成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 ﾒﾀｽＹＦＥ－ＨＲ　　１０ｃｃ／１００ｄｍ２



完全無機ﾀｲﾌﾟﾒﾀｽＹＦＥ皮膜構造

　ＹＦＥ皮膜模式図

：コロイダルシリカ粒子　

Cr           Ti       Cr
Cr     Cr      Ti       Cr

Zn    　Cr     Zn       Cr

Ｚｎメッキ表層

Ｓｉ皮膜の高膜厚が高耐食性良好

　　　　　　　　　　　　導電性ＮＧ

　　　　　　　　　　　　摩擦係数高い

対応策として：ＹＦＥ-ＨＲから３０ＨＲ

　　　　　　　　　への変更により可能

Ｓｉ皮膜の薄膜厚により良好

耐食性は大きく変化はせず
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６価黄色ｸﾛﾒｰﾄ ３価化成処理　：　メタスYFE



有機タイプＹＦＡ青色外観タイプ

　　　　ラックタイプ

ﾒﾀｽＹＦＡ-ＢＭ　　　５０ｃｃ／Ｌ

使用ｐＨ　　２．６（２．４-２．８）

・建浴ｐＨから２５％ＮａＯＨで

　調整してください。

使用温度　　３０℃（２５-３５℃）

反応時間　　２５秒（２０-３０秒）
　

　　　　バレルタイプ

ﾒﾀｽＹＦＡ-ＢＭ　　　５０ｃｃ／Ｌ

ﾒﾀｽＹＦＡ-30HR １０ｃｃ／Ｌ　

使用ｐＨ　　２．６（２．４-２．８）

・建浴ｐＨから２５％ＮａＯＨで

　調整してください。

使用温度　　３０℃（２５-３５℃）

反応時間　　２５秒（２０-３０秒）
　



有機タイプＹＦＡ青色耐食性
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ドアストライカーにて日本国内実績有り（カゴ処理）

６価青色より
耐食性向上



有機タイプメタスＹＦＡ建浴条件

　　　ラックタイプ
　ＹＦＡーＳ　　　 １００ｃｃ／Ｌ

　建浴ｐＨ　　　　１．７-１．８
　使用温度　　　３０-４０℃
　反応時間　　　３０-５０秒
　補給剤　ＹＦＡ-ＳＲ　
　　　２０ｃｃ／１００ｄｍ２

　　　バレルタイプ
　ＹＦＡーＭ　 　　　１００ｃｃ／Ｌ

　ＹＦＡ-３０ＨＲ　 　１０ｃｃ／Ｌ
　建浴ｐＨ　　　　　２．０-２．２
　使用温度　　　　３０-４０℃
　反応時間　　　　３０-５０秒
　補給剤　ＹＦＡ-ＭＲ　　　
　　　２５ｃｃ／１００ｄｍ２

　　　　　　 ＹＦＡ-３０ＨＲ　　
５ｃｃ／１００ｄｍ２



有機酸ﾀｲﾌﾟﾒﾀｽＹＦＡ皮膜構造
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一般的な水酸化ｸﾛﾑの皮膜形成

皮膜膜厚：約１００－１５０ｎｍ程度

ｷｽﾞ耐食性：表層にＳｉ皮膜５０ｎｍ

　　　　　　　 程度乗せ対応する
100-150nm程度

ＹＦＥと比較し薄膜のため導電性は低く

６価黄色並と言える



有機酸ﾀｲﾌﾟﾒﾀｽＹＦＡ皮膜構造②

Ｃｒ（ＯＨ）３

ＣｒＯ３
Ｃｒ２Ｏ３

Ｃｒ（ＯＨ）３：５７７．３

ＣｒＯ３ 　　 ：５７８．９

Ｃｒ２Ｏ３　 ：５７６．０

Ｐｅａｋ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｓｈｉｆｔ（ｅＶ）

ﾋﾟｰｸが強く出ているの
は水酸化ｸﾛﾑﾋﾟｰｸ部



有機タイプＹＦＡラックタイプＳＳＴデータ①
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有機タイプＹＦＡバレルタイプＳＳＴデータ②
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ＹＦＡ乾燥温度における耐食性差確認
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ＹＦＡ処理条件　バレル用（標準条件）にて　ボルト処理したものの塩水噴霧試験の結果です。

メッキ下地は塩化浴によるボルト品にて処理した結果です。　乾燥熱は４０℃を境に低いと

防錆能力が低下致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（乾燥熱条件は各熱量で５分処理してます。）



有機タイプＹＦＡ　後加熱耐食性データ①
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ｼｱﾝ浴は耐食性がやや低下

加熱条件：２００℃－２時間処理　処理品：鋼板(ﾗｯｸ品）
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有機タイプＹＦＡ　後加熱耐食性データ②

加熱条件：２００℃－２時間処理　処理品：ボルト品

２４０ｈ赤錆発生

３価　４８０ｈ赤錆無し

鋼板とボルトの違いはＳｉ皮膜形成の有無が言える　　　



後処理による摩擦係数値の差①
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アンモンカリ浴　光沢剤MZ11

めっきのみ YFA処理 六価黄色処理 YFA処理＋調整剤

添加剤にて調整可能



後処理による摩擦係数値の差②
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ジンケート浴　光沢剤ZST

めっきのみ YFA処理 六価黄色処理

添加剤にて調整可能

YFA処理＋調整剤

元の摩擦係数が高いｼﾞﾝｹｰﾄの方が効果大



乾燥温度差による摩擦係数変化
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ﾒｯｷ皮膜：塩化浴使用　　ＹＦＡ処理条件は標準条件



６価黄色クロメート座面板の削れ表面

良好部ﾎﾞﾙﾄ頭接触部

　　



３価化成処理座面板の削れ表面

良好部ﾎﾞﾙﾄ頭接触部

削れて盛り　
上がった被膜

削れカス



３価クリアータイプ摩擦係数について

　　　　　メッキ浴種により摩擦係数は違う
　　　　（ジンケート＞シアン≧塩化浴＞カリ浴）

　　　　　　ｶｰﾒｰｶｰの要望は浴種関係無く数値の統一

　　　　浴種（塩化浴、ジンケート浴、シアン浴）による

　　　　摩擦係数値の幅は統一については

　　　　　　YFA-Lにて統一処理可能

メタスＹＦＡプロセスでボルト量産問題無し



３価クリアータイプ含水率について
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ＹＦＡ－Ｌ併用で含水量が増加ＹＦＡ－Ｌ併用で含水量が増加
　　　　　　　　　　　　　　摩擦係数を下げ安定化　　　　　　　　　　　　　　摩擦係数を下げ安定化



測定器外観

荷重：200g

導電性の測定結果
＜導電性評価要領：4探針法＞

4探針法の測定原理

V

I
探針

被測定物

黄色ｸﾛﾒｰﾄ（他社品）

光沢ｸﾛﾒｰﾄ（他社品）

材料名称

基礎
特性

導電性

0-3 3 6

（10
n
Ω/mm）

ﾒﾀｽYFE30

ﾒﾀｽYFA

現
行
剤

ﾒﾀｽYFE

無機系

無機系

有機系

高膜厚Ｓｉタイプ
は高い



実機処理における課題点

　　　付帯設備として必要なもの
　　　　　　　１．ｐＨ計による補給管理

　　　　　　　２．濾過器による有機物除去

　　　　　　　　（発泡性対策として）

　　　　　　



ｸﾛﾒｰﾄ溶液の緩衝性について
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ＰＨ１．３３

ＰＨ１．３２

ＰＨ１．３１

ＰＨ１．３０

３価化成処理液 ６価黄色クロメート液
５ｄｍ２／Ｌ処理

２ｄｍ２／Ｌ処理

明らかに３価の方がｐＨ変動
値が大きい（０．１－０．２）

６価はせいぜい０．０１程度

３価のｐＨ変動は６価黄色
の約１０倍程度

細かなｐＨ管理が必須細かなｐＨ管理が必須



３価白銀ﾀｲﾌﾟ実機現場使用状況

化成処理槽 水洗槽使用していくと泡が発生
　しても消えなくなる



３価実機ﾊﾞﾚﾙｶｺﾞ発泡対策

　　１．ﾊﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞによる液揺動停止　　　　　　　
　　（液撹拌は噴流による循環が望ましい）

　　 ２．ﾊﾞｽｹｯﾄが液面に全没すること　

液面が低いと

泡が発生しやすい

３．活性炭による濾過循環させる

　　　めっき光沢剤成分の除去



＊活性炭ろ過により不純有機物が有機酸と比較して優先的に
　 吸着する理由

疎水基 親水基

めっきで使われる界面活性剤は、大きな疎水基と、これを水中に溶解さ
せるための親水基で成り立っている。

疎水基：Ｃ＝６～２０

親水基：多種　多様

親水性と疎水性のバランスがとれている



３価クロメートの有機酸は小さな疎水基と、親水基であるカル
ボン酸で成り立っており、水溶液中ではイオン化している。

疎水基：Ｃ＝１～５

親水基：カルボン酸（水溶液中ではＣＯＯ
－
）

強い親水性を示す

疎水性　：　界面活性剤＞＞有機酸

親水基疎水基



活性炭表面は疎水性を示すために疎水性を有す
る基を吸着しやすい。

大きな疎水基を持つ活性剤の方が有機酸と比較
して吸着しやすい。

Ｃ
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Ｃ ＣＣ
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Ｃ

Ｃ
Ｃ Ｃ

活性炭表面（疎水性）

強い吸着力 吸着力弱い

界面活性剤 有機酸



ＹＦＡ不純物許容性について

　ｸﾛﾒｰﾄ溶液中の不純物として・・・Ｆｅ、Ｃｕ、Ｃｒ
　 不純物の影響　Ｆｅ　・・・２００ｐｐｍ混入

　　　　　　　　　　　　　　　　 外観ﾓﾔ、ｷｽﾞ付き耐食性の低下（２４ｈﾚﾍﾞﾙ）

　　　　　　　　　　　 Ｃｕ　・・・５ｐｐｍ混入

　　　　　　　　　　　　　　　　 外観ﾑﾗ（黒ずみ）、耐食性の低下（２４ｈﾚﾍﾞﾙ）

　　　　　　　　　　　 Ｃｒ6+・・・３０ｐｐｍ混入　　１５０ｐｐｍ混入
外観の黄ばみ　　外観ﾑﾗ、耐食性の低下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（７２ｈﾚﾍﾞﾙ）

２００ｐｐｍ／１晩でＮＧ

一般的なＦｅ溶解量・・・　１０ｄｍ２／Ｌの鉄板浸漬にて



ＹＦＡ排水処理性について
（クロム沈降性テストについて）

ＹＦＡ建浴液希釈 ｸﾛﾑ凝集剤添加 ｐＨ１１に調整

高分子凝集剤添加 静　置 濾　過

ＩＣＰにて機器測定 ｸﾛﾑ除去率の測定

５分

５分

ＮａＯＨにて調整

　２ｐｐｍ添加

５Ａ濾紙使用

希釈１００倍



ＹＦＡ（単純中和）

ＹＦＡ（凝集剤）

排水処理前 排水処理後 ｸﾛﾑ除去率

３７．８ppm

３７．８ppm

９．５４ppm

０．５０ppm

７４．８％

９８．７％

クロム凝集剤添加によりクロム除去が可能クロム凝集剤添加によりクロム除去が可能

ＹＦＡ排水処理性について②
（クロム沈降性テストについて）



YFA　YFEの総合比較（白銀ﾀｲﾌﾟ）

ﾒﾀｽYFA ﾒﾀｽYFE

３価ｸﾛﾑ形態

薬品補給量

総合摩擦係数

導電性

防錆能力

排水処理性

表面滑り性

有機酸錯体ｸﾛﾑ 無機ｸﾛﾑ

６価有色並

６価有色並

６価有色並

６価有色並

６価有色並

６価有色並

６価黒、緑並

６価有色よりやや高

抵抗有り

抵抗有り

別処理必要 現行設備可能

ﾒｯｷ浴種相性性 Cl＝OH＞CN Cl＞OH≒CN



３価対応　黒色化成処理について



３価黒ＹＦＢプロセス

　メッキ後
　硝酸活性－Ｒ－ＹＦＢ処理－Ｒ－仕上げ処理

　　　　

　　　　　　　－Ｒ－乾　燥　

　処理工程は６価化成処理と同様

　設備追加が必要な条件は加温設備

　（ＹＦＢ処理、仕上げ処理共に）

　加温設備・・・一般は石英ﾋｰﾀｰ

　　早期昇温はﾃﾌﾛﾝﾁｭｰﾌﾞでの蒸気加温が望ましい



３価亜鉛黒ｸﾛﾒｰﾄ耐食性について

３価亜鉛黒 （白錆発生時間）

ラック

メ　ッ　キ　浴　種

塩化浴

ｼﾞﾝｹｰﾄ浴

ｼｱﾝ浴

バレル

ラック

ラック

バレル

バレル

４８０ｈ以上

４８０ｈ以上

　４８０ｈ以上

４８０ｈ以上

３６０ｈ

３６０ｈ

白錆発生時間 赤錆発生時間

１２０ｈ以上

１６８ｈ以上

１６８ｈ以上

１２０ｈ以上

　 １２０ｈ程度

１２０ｈ程度

シアン浴の耐食性が若干低下しやすい



亜鉛ﾒｯｷ浴種との相性について

３価亜鉛黒 （外観色調に対する相性）

備考について　メッキ浴種 ラック バレル

塩化浴

ジンケート浴

シアン浴

ﾕｹﾝ光沢剤、他ﾒｰｶｰも可能

光沢剤選択性少ない

Ｄ社高速ｼﾞﾝｹｰﾄ、ﾕｹﾝ光沢剤

Ｋ社超ｼﾞﾝｹｰﾄは対応可

浴、ラインによる外観差が

出やすい

　　○　　○
YFBYFB--A3B3C3A3B3C3

　　○　　○
YFBYFB--NANBNCNANBNC

　　○　　○
YFBYFB--SA/SBSA/SB

　　○　　○
YFBYFB--ZM,ZRZM,ZR

　　△　　△
YFBYFB--A3B3C3A3B3C3

　　○　　○
YFBYFB--A3B3C3A3B3C3

めっき浴種毎に最適な薬品の選択が必要めっき浴種毎に最適な薬品の選択が必要



メタスＹＦＢ使用条件

　　ＹＦＢ-Ａ３　　 ６０ｃｃ／Ｌ　（有機酸ｸﾛﾑ使用）
　　ＹＦＢ-Ｂ３　　　９０ｃｃ／Ｌ
　　ＹＦＢ-Ｃ３　　 ６０ｃｃ／Ｌ　（有機酸ｸﾛﾑ使用） 　　　　　　　　
　　　　ｐＨ　　　２．３（２．２－２．６）

　　処理浴温　　　４０－４５℃

　　反応時間　　　４０～６０秒処理

　　ＹＦＢ-ＡＲ３５　６０ｃｃ／１００ｄｍ２　
　　ＹＦＢ-ＢＲ３４　２０ｃｃ／１００ｄｍ２
　　　ｐＨ調整　　　 　塩酸使用

一般的にはバレル使用に適しております　　一般的にはバレル使用に適しております　　
（特に塩化浴には相性が良い）　（特に塩化浴には相性が良い）　



ﾒﾀｽYFB使用条件（２）

　　ＹＦＢ-ＺＭ　　 １００ｃｃ／Ｌ　（無機酸ｸﾛﾑ１液建浴）
　　ＹＦＢ-ＺＲ　　　 ５０ｃｃ／１００ｄｍ２ 　　　　　　　
　　　　ｐＨ　　　　　１．８（１．６～２．０）

　　処理浴温　　　３５℃（３０～４０℃）

　　反応時間　　　４０～９０秒処理　　

　　　ｐＨ調整　　　 　塩酸使用

　　　　特にジンケート浴ラックには最適特にジンケート浴ラックには最適

無機ﾀｲﾌﾟ３価化成処理剤



ﾒﾀｽYFB使用条件（３）

　　ＹＦＢ-ＳＡ　　　　　５０ｍｌ／Ｌ　 （無機酸ｸﾛﾑ）
　　YFB-ＳＢ　　　　　８０ｍｌ／Ｌ　　

　　ＹＦＢ-ＳＡ　　　　 　３０ｃｃ／１００ｄｍ２ 　
　　ＹＦＢ-ＲＳ　　　　　 ６０ｃｃ／１００ｄｍ２ 　　　　
　　　　ｐＨ　　　　　２．２（２．０～２．４）

　　処理浴温　　　３５℃（３０～４０℃）

　　反応時間　　　４０～６０秒処理　　

　　　ｐＨ調整　　　　硝酸使用

　　　　　　　　特にジンケートバレル浴には最適　特にジンケートバレル浴には最適　

無機ﾀｲﾌﾟ３価化成処理剤



ﾒﾀｽYFB使用条件（４）

　　ＹＦＢ-ＮＡ　　　　４０ｍｌ／Ｌ　 （無機酸ｸﾛﾑ）
　　YFB-ＮＢ　　　　８０ｍｌ／Ｌ　　

　　YFB-ＮＣ　　　　２０ｍｌ／Ｌ

　　ＹＦＢ-ＮＡ＋ＮＣ　３０ｃｃ／１００ｄｍ２ 　
　　ＹＦＢ-ＲＮ　　　　　６０ｃｃ／１００ｄｍ２ 　　　　
　　　　ｐＨ　　　　　２．２（２．０～２．４）

　　処理浴温　　　３５℃（３０～４０℃）

　　反応時間　　　４０～６０秒処理　　

　　　ｐＨ調整　　　　塩酸使用

　　　　　　　　特に塩化浴バレルには最適　特に塩化浴バレルには最適　

長期ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ対応型



３価黒色用仕上げ剤使用条件

ｼﾘｶﾀｲﾌﾟ使用

メタスＣＲ-Ｓ　１０cc/L
メタスＣＲ-Ｚ　１０cc/L
常温-１０秒浸漬
乾燥温度　６０℃

乾燥時間　３分

　　ｐＨ　　　弱アルカリ

ｸﾛﾑﾀｲﾌﾟ使用

メタスＣＲ-Ｕ３　２００cc/L　 　　
メタスＣＲ-Ｉ　　１０cc/L
４０℃-５秒浸漬
乾燥温度　８０-１００℃
乾燥時間　５分以上

　　ｐＨ　　３．５－４．５



３価黒色ﾗｯｸ用仕上げ剤使用条件

ｸﾛﾑﾀｲﾌﾟ使用

メタスＣＲ-Ｕ　　３０cc/L
メタスＣＲ-Ｒ 　１００cc/L
４０℃-５秒浸漬　　　　
乾燥温度　６０-９０℃

乾燥時間　５分程度

　　ｐＨ　　　３．５-４．５

一般ﾀｲﾌﾟ使用

メタスＣＲ-Ｎ　１００cc/L

４０℃-１０秒浸漬

乾燥温度　６０℃

乾燥時間　５分程度

　　ｐＨ　　　弱アルカリ



３価黒色化成被膜の技術データ①
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３価黒色化成被膜の技術データ②

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ
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バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ
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３価黒色化成被膜の技術データ④

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ
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３価黒色化成被膜の技術データ⑤

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ

赤錆耐食性が向上致します赤錆耐食性が向上致します
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３価黒色化成被膜の技術データ⑥

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ

量産にてＺｎ２５～３０量産にてＺｎ２５～３０g/Lg/Lまで上昇致します。それでも耐食性まで上昇致します。それでも耐食性

及び外観については変化はありません。及び外観については変化はありません。
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３価黒色化成被膜の技術データ⑦

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ
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３価黒色化成被膜の技術データ⑧

バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０バレルタイプ（Ａ３）Ｚｎ膜厚１０μμｍｍ



実機処理ＹＦＢ-Ａ３　防錆能力確認

ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｓ社ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｓ社

４８ｈ処理後４８ｈ処理後

７２ｈ処理後７２ｈ処理後

２４０ｈ処理後２４０ｈ処理後

塩化浴ﾊﾞﾚﾙﾒｯｷ塩化浴ﾊﾞﾚﾙﾒｯｷ　　　　
化成被膜条件は標準化成被膜条件は標準
条件に準ずる条件に準ずる

　　

ﾒｯｷ膜厚：１０ﾒｯｷ膜厚：１０μμｍ以上ｍ以上

処理量：３０ｋ処理量：３０ｋgg／／Ｂ　Ｂ　
防錆には問題なし　　防錆には問題なし　　
量産でのｽｸﾗｯﾁ性も量産でのｽｸﾗｯﾁ性も
問題なし　　問題なし　　



実機処理ＹＦＢ-ZM　防錆能力確認

ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｙ社ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｙ社

２４０ｈ処理後２４０ｈ処理後

均一な黒色光沢外観　　　　均一な黒色光沢外観　　　　
２４０ｈ処理で白錆ほぼ０％２４０ｈ処理で白錆ほぼ０％

処理ﾌﾟﾛｾｽ　　　　　　　　　　　　処理ﾌﾟﾛｾｽ　　　　　　　　　　　　
ＹＦＢＹＦＢ--ＺＭ　　～Ｒ～　　仕上げＺＭ　　～Ｒ～　　仕上げ

CRCR--U/IU/I　　
30/10cc/L30/10cc/L

ｼﾞﾝｹｰﾄﾗｯｸｼﾞﾝｹｰﾄﾗｯｸ：光沢剤Ｋ社：光沢剤Ｋ社

標準条件標準条件



実機処理ＹＦＢ-ＳＡ/ＳＢ　防錆能力確認

ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｏ社ﾒｯｷﾒｰｶｰ：Ｏ社

１２０ｈ処理後１２０ｈ処理後

均一な黒色光沢外観均一な黒色光沢外観

ＳＳＴ１２０ｈ処理で白錆０％ＳＳＴ１２０ｈ処理で白錆０％

処理ﾌﾟﾛｾｽ　　　　　　　　　　　　処理ﾌﾟﾛｾｽ　　　　　　　　　　　　

ＹＦＢＹＦＢ--ＳＡＳＡ//ＳＢ　～Ｒ～　仕上げＳＢ　～Ｒ～　仕上げ

　　CRCR--U/IU/I　　
200/20cc/L200/20cc/L

ｼﾞﾝｹｰﾄﾊﾞﾚﾙｼﾞﾝｹｰﾄﾊﾞﾚﾙ：光沢剤ﾕｹﾝ：光沢剤ﾕｹﾝ

標準条件標準条件



ﾒﾀｽＹＦＢ＋仕上げ剤　摩擦係数

0.3

0.4

0.5

0.6

６価リン酸 ＹＦＢ１コート CR-U3/I

ＹＦＢ１ｺｰﾄ、仕上げ剤処理もほぼ同等で六価並みの摩擦係数

メッキ処理：塩化浴使用



ＹＦＢ排水処理性について①
（クロム沈降性テストについて）

ＹＦＡでのｸﾛﾑ沈降条件ではＹＦＢの場合沈降しない

ＹＦＢ建浴液希釈 ｸﾛﾑ凝集剤添加 ｐＨ１１に調整

高分子凝集剤添加 静　置 濾　過

ＩＣＰにて機器測定 ｸﾛﾑ除去率の測定

５分

５分

ＮａＯＨにて調整

２ｐｐｍ添加 ５Ａ濾紙使用

希釈１００倍

ＹＦＡ排水処理フローＹＦＡ排水処理フロー



ＹＦＢ排水処理性について②
（クロム沈降性テストについて）

ＹＦＢ排水液 ﾒｯｷ処理ﾗｲﾝ排水添加 ｐＨ調整（6-7）

ｸﾛﾑ凝集剤添加 ｐＨ調整 高分子凝集剤

静　置 濾　過

ＮａｏＨにて調整

５分 ５分 ５分

１５分

ＮａＯＨにてｐＨ９調整

５Ａ濾紙使用

排水ﾌﾛｰのﾒﾘｯﾄ：　１．高いｐＨ域へ上昇させる必要は無い　　　　　　　　　
　　 ２．スラッジは少なくて済む　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（ｸﾛﾑ凝集剤の過剰添加は無くなる）　　　　　　　

ｸﾛﾑと同量程度

希釈１００倍

２ｐｐｍ添加

ＹＦＢ排水処理フローＹＦＢ排水処理フロー



ＹＦＢ排水処理性について③
（クロム沈降性テストについて）

ＹＦＡ（従来処理）

ＹＦＡ（新処理）

ＹＦＢ-ＡＢＣ
（新処理）

排水処理前 排水処理後 ｸﾛﾑ除去率

３７．８ppm

３７．８ppm

４５．０ppm

０．５０ppm

０．１９ppm

０．９０ppm

９７．９％

９８．７％

９８．０％

新処理（めっき排水混合）によりクロム除去が可能新処理（めっき排水混合）によりクロム除去が可能



メタスＹＦＫ（亜鉛鉄黒）使用条件

ラックタイプ　　　　　　　　　　
メタスＹＦＫ-Ａ３　　６０ｃｃ／Ｌ
メタスＹＦＫ-Ｂ３　１００ｃｃ／Ｌ
メタスＹＦＫ-Ｃ３　　６０ｃｃ／Ｌ　
使用ｐＨ　　　２．４-２．６　　　
使用浴温　　　　　４０℃　　　
反応時間　　　　　６０秒　　　
補給量　　　　　　　　　　　　　　
ＹＦＫ-ＡＲ３５　40-60cc/100dm2
ＹＦＫ-ＢＲ34　20-30cc/100dm2
　ｐＨ調整　　　　　塩酸　

バレルタイプ　　　　　　　　　　
メタスＹＦＫ-Ａ３　　６０ｃｃ／Ｌ 　
メタスＹＦＫ-ＢＴ　　３０ｃｃ／Ｌ　
メタスＹＦＫ-Ｃ３　　６０ｃｃ／Ｌ　
　使用ｐＨ　　　２．４-２．６　　
使用浴温　　　　　４０℃　　　
反応時間　　　　　６０秒　　　
補給量　　　　　　　　　　　　　　
ＹＦＫ-ＡＲ３５　40-60cc/100dm2 
ＹＦＫ-ＢＴ　　10-20cc/100dm2 
　ｐＨ調整　　　　　塩酸　



３価亜鉛鉄ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ使用条件

ラックタイプ

メタスＣＲ-Ｎ　１００ｃｃ／Ｌ
使用浴温　　　常温　　　
反応時間　　　１０秒　　　
　　（１０－３０秒）　　　　　
　使用ｐＨ　　弱アルカリ
乾燥温度　　　６０℃以上
乾燥時間　　　５分程度　
　

バレルタイプ

メタスＣＲ-Ｕ　２００ｃｃ／Ｌ
メタスＣＲ-Ｅ　 ２０ｃｃ／Ｌ
メタスＣＲ-Ｉ　　２０ｃｃ／Ｌ
使用温度　　　　４０℃　　
反応時間　　　　３秒　　　
　使用ｐＨ　　　　４．０　　
　　　　　　　（３．５-４．５）
乾燥温度　　　８０-１２０℃
乾燥時間　　　５分程度



ラック

ﾒﾀｽＹＦＫ（亜鉛鉄黒）外観ｻﾝﾌﾟﾙ

バレル

六価同等の均一な外観が得られる



ﾒﾀｽＹＦＫ＋ＣＲ－ＵＩでの実機結果①

　処理量：　２５ｋｇ／１Ｂ処理　　処理カゴ：ＳＵＳカゴ使用

処理前 ７２ｈ後 １２０ｈ後 ２４０ｈ後

４８０ｈ後 ７２０ｈ後 ８４０ｈ後 ９６０ｈ後６００ｈ後

Ｉ 社様にて実施

ＳＳＴ

１０００ｈ以上白錆発生なし



ﾒﾀｽＹＦＫ＋ＣＲ－ＵＩでの実機結果②

外観、耐食性を維持し

２０，０００dm2/L以上

ランニング使用中

２４０ｈ後 ４８０ｈ後

８４０ｈ後

Ｉ 社様にて実施



ﾒﾀｽＹＦＫの管理（バレル）

メッキの共析とクロメート条件が、外観と耐食性に寄与する。

メッキの管理

・良好な外観・耐食性をもたらす共析率は０．４～０．５％。

・メッキ浴温は２１～２３℃が最適。

・ＡＺ－ＧＭでレベリングを良化することにより、　　　　　　　　　　　　　　
　緻密なクロメート皮膜を生成することができる。　　　　

化成処理の管理

・適正な濃度、ｐＨ、温度、時間で使用。

・不純金属（特にＣｕ）の混入に注意。　
　　＊更新目安　Ｃｕ：５ｐｐｍ以上　　　　
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ﾒﾀｽＹＦＫ＋ＣＲ－ＵＩ摩擦係数

0.2

0 .3

0 .4

0 .5

0 .6

６価リン酸 ３価ＹＦＡ ＹＦＫ＋CR-UI

ﾕｹﾝ　ｼﾞﾝｹｰﾄ亜鉛鉄下地

六価並みの摩擦係数が得られる



ＹＦＫ－ＡＢＣ（ラック）耐食性

処理前 ７２ｈ後 １２０ｈ後 ２４０ｈ後

４８０ｈ後 ７２０ｈ後３６０ｈ後 ９６０ｈ後６００ｈ後

ＳＳＴ６００ｈ白錆発生０％



３価亜鉛鉄ｸﾘｱｰｸﾛﾒｰﾄ薬品建浴、補給

基本はﾒﾀｽＹＦＡ処理条件に準じます

亜鉛鉄合金ならではの高耐食性向上のために

ﾒﾀｽＣ－１　１０cc/Lの添加、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ併用をお奨めします。



ＹＦＡ－Ｍ（ラック）耐食性

処理前 ７２ｈ後 １２０ｈ後 ２４０ｈ後

４８０ｈ後 ７２０ｈ後

３６０ｈ後

９６０ｈ後６００ｈ後 ８４０ｈ後

ＳＳＴ１０００ｈ以上白錆発生０％



ＹＦＡ－Ｍ＋ＣＲ－Ｎ（ラック）耐食性

処理前 ７２ｈ後 １２０ｈ後 ２４０ｈ後

４８０ｈ後 ７２０ｈ後

３６０ｈ後

９６０ｈ後６００ｈ後 ８４０ｈ後

ＳＳＴ１０００ｈ以上白錆発生０％



ﾒﾀｽＹＦＫの管理（ラック）

バレル同様、メッキの共析とクロメート条件が、外観と耐食性に寄与する。

メッキの管理

・良好な外観・耐食性をもたらす共析率は０．３～０．４％。

・メッキ浴温は２１～２３℃が最適。　　　

化成処理の管理

・適正な濃度、ｐＨ、温度、時間で使用。

・不純金属（特にＣｕ）の混入に注意。　
　　＊更新目安　Ｃｕ：５ｐｐｍ以上　　　　
　仕上げの管理

・水洗水の持ち込みに注意。
　（沈殿物が生成）　　　　　
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３価亜鉛ﾆｯｹﾙ白銀化成被膜使用条件

ﾒﾀｽCYN-11A　　200cc/L
　使用ｐＨ　　　　2.1（1.8-2.4）
　使用温度　　　 40℃（℃）
　反応時間　　　 60秒（50-70秒）
　ﾒﾀｽCYN-11A   40cc/100dm2
　ｐＨ調整　　　　　67.5%硝酸

１ｺｰﾄ処理にて推進中　　　　
青色干渉色外観

ニッケル１２～１５％向けニッケル１２～１５％向け



３価亜鉛ﾆｯｹﾙ白銀化成被膜技術ﾃﾞｰﾀ

Ｚｎ－Ｎｉめっき３価白銀化成被膜耐食性
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ﾒﾀｽCR-U　200cc/L
ﾒﾀｽCR-I　　20cc/L
使用温度　　ＲＴ　　
反応時間　　10秒　
ﾒﾀｽCR-U　　　　　　
　　　　20cc/100dm2
ﾒﾀｽCR-I　　　　　　
　　　　2cc/100dm2　

３価亜鉛ﾆｯｹﾙ黒色化成被膜使用条件

　 ﾒﾀｽCKN-11A　　 　 100cc/L           
ﾒﾀｽCKN-11B　 　 50cc/L                           
使用ｐＨ　　　　　　1.5（1.4-1.6）　　
使用温度　　　　　25℃（20-30℃）
反応時間　 60秒（50-70秒）　
ﾒﾀｽCKN-11A 　　60cc/100dm2 　
ﾒﾀｽCKN-11B 　　60cc/100dm2　　
ｐＨ調整　　　　　　67.5%硝酸

やや干渉色のある黒色外観で処理中

ニッケル１２～１５％向けニッケル１２～１５％向け

補
給
補
給



３価亜鉛ﾆｯｹﾙ黒色化成被膜技術ﾃﾞｰﾀ

Zn-Niめっき３価黒色化成処理耐食性
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３価化成処理液管理項目について

各種化成処理液 管　理　項　目

３価亜鉛黒

３価亜鉛鉄黒

３価亜鉛鉄ｸﾘｱｰ

ＰＨ、ｸﾛﾑ濃度、成分B、C、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ
ｐＨ、ｸﾛﾑ濃度、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ、C-1

ｐＨ、ｸﾛﾑ濃度、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ、C-1

仕上げ剤（無機系） ｸﾛﾑ、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ（ｶﾁｵﾝ金属）、Ｓｉ

仕上げ剤（ｸﾛﾑ系） ｐＨ、ｸﾛﾑ、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ（ｶﾁｵﾝ金属）

３価亜鉛ｸﾘｱｰ ｐＨ、ｸﾛﾑ濃度、溶Ｚｎ、溶Ｆｅ、成分B



３価化成処理液管理（分析）方法について

各種化成処理液 管　理　項　目

３価亜鉛黒

３価亜鉛鉄黒

３価亜鉛鉄ｸﾘｱｰ

３価亜鉛ｸﾘｱｰ

仕上げ剤（無機系）

仕上げ剤（ｸﾛﾑ系）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

ｐＨ計測定、機器分析測定（滴定不可）

有機酸ｸﾛﾑ使用では滴定困難、無機ﾀｲﾌﾟＹＦＥは滴定での分析可



END
（不明な点は弊社技術まで御相談下さい）

〒448-8511　愛知県刈谷市野田町場割５０
TEL　0566-21-7311㈹　FAX　0566-23-5159
E-mail：ykkasei@yuken-ind.co.jp
URL　http://www.yuken-ind.co.jp


